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｢本山寺山森林づくりの会｣活動報告(2023.03.19) 

                                                                 文･写真：武田､ 写真：山 國 

日 時：2023(令和 5)年 3 月 19 日(日)  9:30～15:30  

気 象：晴 

活動エリア：４5 林班に-０3 

活動内容：A-1 地域環境保全タイプ(里山林保全;倒木処理､支障広葉樹除伐､枝打ち､林床整備)  

参加者(会員) 石田美和､斧田一陽､大本孝子､菊山美紀子､黒山泰弘河野直子､武田壽夫(AM)､寺田昭弘､ 

中村賢三､春名浩一､湊 亮､宮本 廣､山 國                                                        会員１3 名 

＜実施状況確認通知受理!!＞ 

お役所も異動の時期なのか､本山寺山一帯も管理している箕面森林事務所の管理官が交代とのこと。｢森づ

くり､道づくり､良くやって下さって｣と言っていただいた。また､里山保全活動を応援する｢大阪さともり地域

協議会｣からは R4 年度作業の確認通知到着。毎回の日報報告やモニタリング調査区の樹種別除伐本数カウン

トなど､｢協議会｣との応接は結構な手間仕事。加えて備品の調達や安全で円滑な活動のリードなど､事務局長

のご尽力には改めて感謝深謝。 

   さて､今日は新しい｢さともり年度｣を見据え､活動地南端域の仕上げに取りかかる。尾根は宮本班､渓の

斜面は黒山班､寺田会員持参の高枝切りチェーンソーの活躍にも期待大。 

＜花二題＞ 

【冬の終りは寒椿(44 林班への分岐)】 

 

【鹿も酔うとか馬酔木の花】 

 

＜今日の成果＞ 

  足腰が弱そうな(？)ベテランは平坦な尾根筋､一方､この一年､若手(？)の新入会員が増えていて､元気一

杯の黒山班は広い斜面を整備。宮本班 20ｍ×30ｍ､黒山班 50ｍ×50ｍ､合計 0,56ha を整備。 

＜写真＞ 

【活動地要図】 

① 宮本班  ②黒山班 

 

【活動地①の尾根筋】 
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【活動地②の斜面】 

 

【活動地② 作業中】 

 
【高枝切り鋸の競演(弁慶の薙刀タイプ)】 

 

【高枝切りチェーンソーの試用】 

 

【活動地① 作業中】 

 

【活動地① 作業後】 

 

 

 


